
２０２０年度医師の両立支援状況調査報告-149病院　＜抜粋＞

2020年6月調査
　　調査対象：149病院
　　　回　答　：111病院
　　　回答率 ： 74％

1,604人 355人
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常勤医師数（フルタイム）

１．男性 ２．女性

(N=111病院)

266人（154人） 140人（72人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常勤医師数（うち長大の医員・修練医・専攻医数）

１．男性 ２．女性

(N=111病院)

51人 22人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

常勤医師数（パートタイム・短時間正規雇用）

１．男性 ２．女性

(N=111病院)

1人 21人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

非常勤医師数（パートタイム・長大のみ）

１．男性 ２．女性
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2,460人（常勤2,032人

+非常勤428人）

538人（常勤377人+
非常勤161人）

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

１．医師数

２．女性医師数

医師数（常勤+非常勤）と女性医師数

１．医師数 ２．女性医師数

(N=111病院)

22%

144人 27% 394人 73%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育て中の女性医師の割合

（常勤+非常勤の女性医師のうち）

１．子育て中の女性医師 ２．１．以外の女性医師

(N=538人女性医師)

2人 33人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

育児休業を取得した医師数

１．男性 ２．女性

(N=111病院)

0人 0人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

介護休業を取得した医師数

１．男性 ２．女性

(N=111病院)

42%

33%

5%

6%

4%

5%

52%

63%

90%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ.短時間正規雇用制度

Ｂ.病院内の保育施設

Ｃ.病院内の病児・病後児の保育施設

両立支援制度や施設

１．導入している ２．検討中 ３．未実施

(N=111病院)

25%

77%

15%

77%

75%

22%

85%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ.男性職員が育児休業を取得しやすい職場の風土作りを行っ

ている

Ｂ.育児休業の取得や職場復帰相談を職員へ周知・対応してい

る

Ｃ.2017～2019年度に、男性職員の育児休業取得実績がある

Ｄ.介護休業の取得や職場復帰相談を職員へ周知・対応してい

る

両立支援に関する取組状況

１．はい ２．いいえ ３．無回答

(N=111病院)
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42%
20%

26%
21%

51%
49%

46%
57%

7%
25%

23%
19%

5%
4%
3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

a.ワークライフバランスを重視している

b.ワークライフバランスを経営戦略として明確に位置付けている

c. ワークライフバランス施策は、経営トップ主導で推進されている

d.中間管理職と意識を共有できている

＜基本的スタンス・姿勢について＞

１．そう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．そう思わない ５．無回答

(N=111病院)ワークライフバランス施策についてどのようにお考えですか

29%
25%

35%
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25%
46%

40%
23%

14%
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60%
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57%
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14%
14%
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10%
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17%

27%

1%

1%
3%

1%
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4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

e.優秀な人材を採用することができる

f.医師の能力をより活かすことができる

g.優秀な人材の定着をはかることができる

h.医師の仕事への意欲が高まる

i.医師の帰属意識が高まる

j.医師の働きやすさが高まる

k.病院のイメージアップになる

l.業務改善を通じて、生産性が向上する

m.病院業績が向上する

＜メリットについて＞

１．そう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．そう思わない ５．無回答

12%
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49%
1%

31%
41%

31%

31%
39%

42%
43%

52%

7%
59%

23%
10%

14%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n.病院にとって負担が大きい

o.病院が医師の生活に配慮する必要はない

p.医師のマネジメントが困難になる

q.ワークライフバランス施策は、施策利用者以外の業務の負担を増大させる

r.ワークライフバランス施策は、医師間の不公平感を高めるリスクがある

＜デメリットについて＞

１．そう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．そう思わない ５．無回答

25% 52% 21% 2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

より一層、取り組む必要がある

新型コロナウイルス感染症をきっかけに、

従来の働き方やワークライフバランスの改善について

１．そう思う ２．ややそう思う ３．あまりそう思わない ４．そう思わない ５．無回答

(N=111病院)
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両立支援に関するご意見

・感染症の影響で、子育て中の職員が、預け先がない等で勤務ができないという状況となった。代替人
員の余裕のない現状であり、一部に負荷がかかった。

・昭和の時代を経験してきた現在の管理職の意識改革は、かなり困難。令和の新元号となった現代で
は、現役世代の医師が働きやすい環境作りが重要だろう。医師や病院のみならず、患者などの意識変
容も必須になってくると考える。

・遠隔診療等の感染防止につながるシステム導入を、行政主導でスピーディーにやっていただきたい。

・医師の両立支援を進めていく中で、医師の補充を含め、対象者以外の医師の業務負担軽減に苦慮し
ています。
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